




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































[ts] 97％ 12％ 繍灘篝I [tS] 6％ 88％
くちびる“唇
”
[tsh] 69％ 0％ 灘鍵 [tsh] 19％ 100％
くし“椀
”





35＋55 97％ 21％ 篝 55－55 3％ 82％
キツネ“狐狸
”
35＋55 89％ 9％ 蕊 55-軽 11% 91%
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次に，テレビの普及について's)。徐州市地方志
編纂委員会(1994:2063-2065)によれば，徐州
市でテレビ放送が試行されたのは1960年10月であ
る。しかし，当時は経済的に困難な時期で，また
経験もなかったために，2年後には事業を停止せ
ざるを得なかった。その後，試行錯誤が繰り返さ
れ,1970年代にテレビ事業の基礎ができ,1980年
代にようやく発展期に入った。徐州市全域（|日徐
州市）でテレビを受信できるようになったのは，
1980年代後半のことである。テレビの放送言語は
基本的に標準語であるため,1980年代以降に生ま
れた現在の若年層は，言語形成期'6)にテレビ放送
から標準語の影響を受けている可能性が高い。
このように，世代差を生み出す要因について考
察を進めると,1980年代に標準語の普及に関する
大きな社会的な動きが起きていることがわかる。
そしてそれは，「1960年代以前に生まれた世代と
1980年代以降に生まれた世代の間には言語的な隔
たりがある」という本稿の結論を裏付けるもので
あった。
おこなってきた。これは世代差が最も顕著に現れ
たからであるが，そのほかにも，性別，職業，学
歴などの社会的属性，あるいは都市部と農村部の
違いも言語変異を分析する際の視点となる。こう
した問題の解明についても今後の課題としたい。
【注】
1） ゼロ声母とは，韻母のみの音節において声母が不
在であることを比嚥的に示す，中国語音韻学の用
語である。
調値を示す数字は，趙元任が考案した「5度式表
記法」によるもので,1(低）から5(高）までの
数字を複数組み合わせることで音の高低を表す。
『徐州方言詞典』に対する書評は岩田(1998)に
詳しい。
調査の実施にあたっては，江蘇師範大学の蘇暁青
教授，および同大学院生の盧文秀さん，許以撤さ
ん，趙文文さん，さらに同大学外国語学院・科文
学院の大学生の皆さん（当時）など，多くの方々
にご尽力を賜った｡ここに記して感謝申し上げる。
たとえば，菊田（1967:170）では,｢[U]は/ue/と
理解される」との指摘がある。
日本語の「腿（もも)」は足の膝より上の部分を
指すが，中国語の“腿”はくるぶしから足の付け
根まですべてを指す。
原文ではpとピンイン表記されている。
蘇暁青・呂永衛(1996:16)を参考に作表した。
『徐州方言詞典』第一版第一次印刷（1996年12月）
では引論8頁に該当するが，同書第一版第三次印
刷（2000年11月）では引論5頁に該当する。これ
は引論に記されている内容の順番が変更されたこ
とによるもので，内容そのものは変更されていな
い。なお,第二次印刷分については未確認である。
原文は次のとおり。“古知，莊，章組字，老派分
謂為[tsts]雨組聲母，但分讃規律與北京不議相同
(中略)，新派[ts]組聲目有擴大的趨勢･"
漢語諸方言における声母の非そり舌化について
は，遠藤（2014:132）においても言及がある。同
論文では，徐州のほかにも成都，長沙，蘇州など
において非そり舌化が見られると指摘し，有標性
2）
3）
4）
5．おわりに
5）
以上，本稿では徐州方言における13例の言語変
異を取り上げ，その世代差を中心に分析を進めて
きた。大まかな動向としては標準中国語の影響に
よる言語変化があり，特に1980年代以降に生まれ
た世代ではその傾向が強いことが明らかとなった。
一方で，標準語の影響とは異なる言語変異も確
認することができた。その最たるものが，声母に
おける「非そり舌化現象」である。「ヘビ」“侯'，
および“虫”の[tSh],「くちびる」“層”の[tSh],
｢ネズミ」“鼠”の[tSh,S],「深い」“深”の[tSh,S]
がこれに該当する。こうした現象は,1950~
1960年代生まれを中心とする世代に現れており，
一種の世代差を形成しているものと見られる。こ
れが何を意味するのかという問題については今後
の課題としたい。
本稿では，徐州市内の地域差について一部言及
したことを除けば，すべて世代差に関する考察を
6）
???
10)
1）
中国・徐州方言の言語変異にあらわれた世代差について 143
の高い音であるそり舌音が有標性の低い音へと変
化するのは容易に理解できる現象であり，異なる
地域において独自に起こり得ると述べている。原
文は次のとおり。“(前略）非捲舌音化在恨多地方
産生,如徐州，成都，長沙，蘇州等．（中略）捲舌
音是標記性高的語音，往標記性低的音値鍵化是容
易理解的現象.這種愛化能在不同的地方濁自産生”
12）曹志転(2008:悟音巻106)では,"鼠”を「特字」
として扱っている。珸言学名同申定委員会(2011:
122）では，特字について「漢語方言において発
音が特殊な例外字で,一般的な例外字に比べると，
特字の特殊な発音はしばしば個別の方言に限って
見られるのではなく，多くの方言の発音において
も比較的特殊である」と説明している。原文は次
のとおり。“沢珸方言里一批湊音特殊的例外字，
相対子一般的例外字而吉，特字的特殊漢音往往不
限子小別方言，而是在恨多方言乃至多数方吉里的
漢音都比較特殊"・
'3）和訳は筆者による。和訳するにあたっては，中
国語訳文（越元任著，呂叔湘澤『双梧口珸悟
法』商努印名店，1979:27）も参照した。中国
語訳文の原文は次のとおり。“在快速淡活中，弱
化声母起向子油持錘音,zh,ch,sh巻舌音都変成
r，硬鰐音j,q,x都成方i,如:"王先生''Wang･
xian・sheng→W伽g・ian・reng,Gc根上''b釦・
shang→b加・rang→bao-[ar]"
14）蘇暁青･呂永衛(1996:80)では,量詞としての"把”
のみが記載されており，その調値は［35］である。
前置詞“把”については，『江蒜悟吉資源蜜料江
鋪』鋪委会（2015:44）が[51］で記録している。
'5）日本語方言研究においては，テレビが地域語に与
える影響をアクセント調査の結果から考察した先
行研究がある（馬瀬1996)。馬瀬は，地域方言に
影響を与える都市方言が東京式アクセントの場合
（例：静岡市井川，長野市小田切，広島市)，第五
世代(1946～1957年生まれ),第六世代(1958~
1969年生まれ）で急激に共通語化が進んでいるこ
とを明らかにした。
1⑳言語形成期とは，柴田(1956:247)によれば,5
～6歳から13～14歳の間の，言語習慣が固まる
重要な時期を指すとされている。
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